
巨瀬川の流域治水を推進

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

被害対象を減少させるため対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

概ね５か年で重点的に対策を実施

流域の関係者が協働し、水害・土砂災害に対する強靱な地域づくりを推進
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久留米の被災経験を全国に

原口市長が意見発表した様子

久留米市の被災経験や国・県と連携した
治水事業の取り組みなどを報告

日 時 令和５年１１月９日（木）
場 所 シェーンバッハ・サボー

（東京都千代田区）
参加者 国会議員本人 ７９名

市町村首長 ４５１名
国土交通省 １８６名
その他自治体職員等

総勢 約１,７２８名

令和５年度治水事業促進全国大会で意見発表

17



７月大雨 義援金を配分開始

配分スケジュール

１２月上旬 対象者へ申請書郵送

順次申請書を受付

１２月下旬 口座振込開始予定

本日 配分委員会で金額等を決定

配分金額
被 災 区 分 金 額

死者 （人） ５０万円

重傷者※３か月以上 （人） ２５万円

重傷者※１～３か月 （人） １５万円

全壊 （世帯） ５０万円

半壊 （世帯） ２５万円

床上浸水 （世帯） ５万円

床下浸水 （世帯） １万円

１億６,６００万円 （県からの配分含む）

義援金総額 （10月末時点）
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